
 奨学資金支給制度 

           のご紹介 

  

《看護師きてみて情報誌》 

苦手だったが上達したこと 

・採血や点滴などの技術的なことは、回数を重ね経験していくうちに、

少しずつ上達していったと思う。 

・初めは、１人で多くの患者さんを受け持つことも不安と焦りを感じて

いたが、少しずつ経験を重ね、１人立ちすることことができた。 

・時間が決まっている処置、状態によって優先順位を決めて動くこと

がとても苦手でしたが、少しずつ出来るようになってきました。 

・採血やインサイトを入れるのが苦手だったが、先輩を手本にして何

度も行うことで初めの頃よりは上達した。 

・手技だけでなく、声かけも意識し、安心していただけるよう気を配る

余裕も出来たかなと思う。 

・患者さん１人１人とのコミュニケーションの仕方、タイムマネジメント、

行動の取り方が上達した。 

・最初は患者さんと会話するだけで緊張して苦手意識があったけど、

日々の関わりの中で信頼関係も築け、コミュニケーションをとることが

好きになった。 

・心電図が学生の時から苦手だったが、毎日たくさんの患者さんの波

形を見て、ようやく理解できるようになり、正常と異常の判断がつくよう

になった。 

・器械出しがよりスムーズになった気がする。 

・人とのコミュニケーションが苦手だったが、患者さんのことを知りたい

と思いながら会話をするとコミュニケーション能力が上がったと思う。 

２年目へ向けての抱負 

・２年目になると先輩のフォローも減り、自身で積極的に行っていくべきことも

増えると思うので、自分にできることを精一杯頑張り、成長していきたいと思

う。 

・新たに新人さんが来るということで、これまでは先輩に聞いてばかりでした

が、教えられるよう、これからも手技や知識を身につけていきたいです。 

・疾患を理解し、適切なアセスメントができるようになりたい。そのためにも

日々学習し、知識を身につけたい。 

・１年目以上に看護師としての自覚を持ちたいです。 

・新人さんの手本となれるよう日々勉強したいです。 

・まだ経験のない介助に積極的に入って、常に向上心をもって看護をしたい。 

・今まで先輩たちに教えていただたことを忘れず、自分にできることを率先し

て行うようにしていきたい。 

申請条件 

～一度私たちの病院に来てみませんか？～ 第４９号 発行日：令和４年２月２８日 

 新人さんの声  
新人さんに 

アンケートをとってみました！ 

市 立 福 知 山 市 民 病 院  
 所 在 地  

 6 2 0 - 8 5 0 5  

 京 都 府 福 知 山 市 厚 中 町 ２ ３ １ 番 地  

  TEL：0773-22-2101   FAX：0773-22-6181 

  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  

     httpｓ://www.city.fukuchiyama.lg.jp/site/hosp/ 

１年目を終えるにあたって一言 

当院に就職して良かったと感じること 

・1人立ちした後も、先輩たちが気にかけて下さり、フォローして下さるので、

心強いです。また、研修プログラムもしっかりと組まれているので、就職後も

多くのことを学ぶ機会があると思います。 

・先輩方がとても丁寧に教えて下さるので、色々なことを学ぶ事が出来ます。 

・新人教育が手厚いため、不安はある中でも失敗を恐れず挑戦できること。 

・分からないことは近くの先輩方に教えていただけることです。 

・忙しい業務の中で、これだけ地域から頼られている病院なのだと感じたこ

と。また、先輩方が本当に気さくに話して下さり、成長しやすい環境に居させ

てもらっているなと日々感じる。人間関係が良く、働きやすい職場だと思う。 

・PNSで不安なことは聞きながら出来るので、安心して看護に取り組める。 

・指導がとても丁寧です。 

・研修を通して知識、技術の練習や見直しが出来るため、安心して患者さん

にケアなどを実践できること。 

２年目へ向けてラストスパート 

 大学や看護学校などを卒業後、看護師免許または助

産師免許を取得して、当院で働きたいと考えている方

に、修学に必要な資金を支給する制度です。 

１年目も終わりに近

づき、業務に慣れて

きましたが、事故の

無いように気を引き

締めて２年目も頑張

ります。 

疾患についての理解ができておら

ず、自宅で勉強し、何のためにし

ているかや、観察項目を知ること

を頑張った。まだまだ、知らない事

もあるので、引き続き勉強は継続

して行っていきたい。 

１年目では、自分にできる事

は率先して動くように心がけま

した。２年目は、後輩もできる

ので、少しでも自分が先輩に

教わった事を教えられるように

していきたいと思っています。 

 去年の４月から当院で看護師として働き始めて、もうすぐ１年が経過しようとしていま

す。初めのうちは不安と緊張のなか、先輩たちの助けを借りながら必死な思いで現場に

立っていた新人さんも、日々の努力を経て、大きく成長を遂げました。 

 この情報誌を読んでくださっている学生の皆さんにも、こんな先輩と同じように、あるいは先輩を

超えて成長してもらいたいと願っています。是非、当院で一緒に働き、地域の皆さんの安心と健

康を支えていきませんか？ 
大学や看護学校などの学生であり、成績優秀で、免

許取得後、直ちに当院に採用されることを希望する方 

支給金額 

助産師：70,000円/月 

看護師：4年生大学・看護学校在学生：55,000円/月 

      准看護師養成所等在学生：30,000円/月 

奨学生の義務 

奨学生は、大学や看護学校などを卒業後、直ちに当

院に就職し、奨学資金の支給を受けた期間以上継続

して勤務しなければなりません。 

 申請方法、選考方法、奨学資金の返還が生じてしま

う場合などのほか、ご不明な点があれば、お気軽にお

問い合わせください。 

  当院で一緒に働きたいと考えている皆さまの申請をお

待ちしております。 


